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品川区子ども未来事業部  品川区青少年委員会 
 
品川区青少年委員会は、地域の青少年の実態を把握し、青少年および青少年関係団体の育成の
援助を行うことと並行して青少年委員会活動のＰＲを推進しています。 

 

 
オールしながわ 

 
青少年育成課長 

     梶三千夫 

  

 

青少年委員の皆さまには、青少年の健全育成のた

めに地域の第一線で様々な役割を担っていただき、

心より感謝申し上げます。 

 私は昨年 4月より青少年育成課長に就任し、初め

てジュニア・リーダー教室開講式、サマーキャンプ、

家庭の日イベント等々、一緒に仕事をさせていただ

きました。青少年委員の方々と打合せを行い事業を

進めていく

中で、委員

の情熱と子

どもたちに

真摯に向き

合い取組む

姿に大きな

力をいただ

きました。 

 インターネットなど情報化の発展や就労の不安定

化など、社会状況が大きく変化する中で、青少年を

取巻く環境も変わってきています。青少年の健全育

成には、地域と行政による継続的な取組みが必要で

す。各地域から選出された 31 名の委員の方々は地

域での活動に加え、青少年委員会として区内全域

「オールしながわ」として活動をいただいておりま

す。 

 今年は品川区青少年委員制度 60 周年を迎えます

が、今後とも子どもたちのために活発な取組みをお

願いいたします。 

青少年委員会議 

青少年委員会議は、２か月に一度、青少年委員会

定例会の前に青少年育成課が主催する会議です。児

童センターとの連携事業のあり方、青少年の育成事

業などのテーマをもって討議し、意見交換します。

今年度のテーマは、以下のとおりでした。 

・ 青少年委員の役割、青少年の現状について 

・ 平成２５年度事業化・予算化したい青少年委員

活動について 

・ 児童センターとの連携事業、今後の可能性につ

いて 

 
本年度事業を振り返って 

 

品川区青少年委員会会長 

 有馬成美 

 

 

本年度の事業も、子どもたちの成長に合わせて、

体験するイベント、楽しいイベントの企画運営、児

童センターとの連携事業等に取り組んでまいりまし

た。特に、本年度は、貢献するイベントとして『家

庭の日』と連動して開催した荏原町駅前緑道ファミ

リーイベントでは、大勢の親子連れで賑わい、大い

に楽しんでいただけたことと思っております。また、

異年齢集団の活動の中で人間性を育みながら、さま

ざまなチャレンジを提供するジュニア・リーダー教

室も、ますます活動を充実させております。 

 また、今期は品川区青少年委員制度６０周年を迎

えます。今後も、青少年健全育成事業や必要とされ

ている事業を進めてまいりますので、ご指導ご協力

のほどよろしくお願い申し上げます。 
※品川区では、毎月第１日曜日を家庭の日としています。 

 

児童センターとの連携 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区内の児童センター（ティーンズプラザ、キッズ

館）で開催される参加型交流行事にお手伝いとして

参加しています。 

準備全般に加わり、運営の補助的な手伝いが中心

ですが、行事の一部を任され運営することもありま

す。 

青少年健全育成に関わる機関がそれぞれの活動を

理解し、特徴を活かしあって連携を図る必要性と、

うまくコーディネートしていく力が青少年委員に問

われていると感じます。 
 

品 川 区  青 少 年 委 員 だより 
 



品川区助成事業 

ファミリーキャンプ＆ファミリー虫とりと公園探検 
「ファミリー虫とり＆ファミリーキャンプ(一泊)」と「ファミリー虫とりと公園探検（日帰り）」の２

コースを８月４日(土)～５日(日)に都立みなとが丘ふ頭公園で実施しました。 

１泊の「ファミリーキャンプ」コースでは公園内にある品川区キャンプ場でテント設営、テント泊、炊

飯、そして夜の公園探検ではセミの羽化の見学をしました。 

翌日は「ファミリー虫とりと公園探検」コースの方たちと一緒に、とんぼとり、ザリガニつりなどファ

ミリーで楽しみ、夏休みの思い出作りをしてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族であそぼう！オールしながわ 
１１月３日(土)に荏原町駅前緑道で実施しました。家族やお友達と一緒に遊び、楽しむことで、家族の

絆、地域のつながりを深めることをコンセプトにしました。 

わたあめ、ポップコーン、クレープなどたくさんの模擬

店、傘袋ロケット、くるくるレインボーなど手作り工作体

験、大道芸のピエロの公演をファミリーで楽しみました。 

 

参加者の声(アンケート結果)・・回収総数 ６４名 
 
・とても楽しかった                  ５４名 
・青少年委員会のイベントに初参加     ４３名          
・今後もこのようなイベントに参加したい ６３名  

参加者 
 
ファミリーキャンプ      ：  13 組、33 名 
ファミリー虫とりと公園探検： 34 組、98 名 

 



品川区からの受託事業 

ジュニア・リーダー教室 

小学４年生から高校３年生までを対象としたジュニア・リーダー教

室を運営しています。 

教室は５月の開講式から始まり、３月の閉講式まで月１回活動してい

ます。 

学校や学年が違う仲間と力を合わせ、夏のサマーキャンプ（２泊３

日）では、ゲーム・火起こし・炊飯などを体験し、冬の合宿（１泊２

日）では、雪遊びをしました。 

育成部は、受講した子どもたちが、地域や学校の中で主体的に活躍できるように育てることを目指して

います。 

 

【サマーキャンプ】平成 24 年８月１４日～１６日 山梨県立ゆずりはら青少年自然の里 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【冬合宿】平成２５年２月２３日～２４日 栃木県日光市 光林荘・湯元温泉スキー場 

 
 

 

 

 

 五反田会場  Ｓさん 
私は川遊びがいちばん楽しかったです。 
とくにたのしかったのは、タイヤにのって川
にながれたことです。 

来年もジュニア・リーダーに入りたいです。 

荏原会場 中高生コース Ｈさん 
最後のサマーキャンプ楽しかったです。 
色んなことを全力で、真剣に話して、みんなとの絆
が深まったと思います。 
楽しいことたくさんあって、たくさん笑いました。
同じくらい悔しいこともあって、たくさん泣きまし
た。 
このメンバーの高３として参加できて幸せです！ 
みんな大スキ   ありがとう 
 

楽しかったこと色々 
・雪遊び、“ソリ”で遊んだこと 
・リーダーを雪に埋めたこと 
・中高生とのレクレーション 
・ボーンファイヤー 
・“かまくら”、“ゆきだるま”を作ったこと 
・部屋でのおしゃべり 



青少年委員会城南ブロック連絡協議会 

城南協は品川区、大田区、渋谷区、目黒区の４区

の青少年委員で構成されています。2 ヶ月ごとの運

営委員会で各区の

活動を報告し、体

験を共有します。 

年 1 回行われる 4

区の全青少年委員

対象の研修会は、

大田区主催でデジ

カメで撮った写真の場所がどこなのかを当てる、タ

ウン型クイズラリー「ヴィジュアル・クイズラリ

ー」をおこないました。 

 

東京都青少年委員会連合会 

都連合は、定期的な運営委員会がおこなわれ、各

区市青少年委員の現状や活動などを討議します。平

成 24 年度東京都青少年委員大会は江東区のティア

ラこうとう大ホールで、宇宙航空研究開発機構（Ｊ

ＡＸＡ）主幹開発員の村上敬司氏を迎え講演「未来

の宇宙飛行士となる子ども達―有人宇宙ステーショ

ンについて」をおこないました。 

 

青少年育成者研修 

今年度は、６月と１０月に行われた青少年育成者

に向けた実技講習会「歌で遊ぼう♪」「ゲームで遊

ぼう」に参加しました。 

６月は、あそびうたやキャンプソングの達人じん

ぺい(仁平)先生を迎え、みんなが知っている童謡を

うたいながら、おもしろじゃんけんや手足を動かす 

 

ゲームで遊びました。頭でわかっていても、その

通りに動かない体に笑いがあふれました。 

１０月は、レクリエーション活動支援専門家･上野

先生のご指導で、すぐに役立つゲーム導入術・応用

技術を、個人戦や団体戦を交え、《遊び》を本気で

楽しみました。 

体験から得たちょっとした知恵で、『その場がぐ

っと和やかになり人と人の距離が近くなる！』今後

の活動で活かしていきたい研修でした。 

 

 

 

青少年委員会自主研修 

青少年委員として活動して行く中で、地元品川の歴

史にもっと詳しくなろう（スキル向上）を目的とし

て、去る１月２７日に青少年委員会自主研修会を品

川区観光協会の協力を得て、“品川三宿”（南本宿、

北本宿、徒歩新宿）めぐりを開催しました。 

当日は、天候にも恵まれ、京急青物横丁駅を起点に

三名のガ

イドしな

がわの方

による案

内で、品

川寺、荏

原神社、

品川神社、

寄木神社

等の神社

仏閣の普

段、立ち

入りが出来ない場所も含めた見学を行いました。こ

れにより、品川宿の成立ち、目黒川の川筋の移り変

わり、江戸時代の海岸線等について理解を深めまし

た。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後 記 

私たち青少年委員の活動が、皆様との連携で地域の

青少年の健全育成につながればと願います。 

広報研修部員 一同 


